女性皇族の衣装の変移について : 明治の洋装化がもたらしたもの by 彬子女王



















































































年 1月 17 日に洋服の着用を奨励する「思召書」をお出しになった。その思召
書のなかで昭憲皇太后は、洋服の素材についてはなるべく国産のものを使う
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図 2　 御裳捧持者　昭和 8年（1933）　
学習院中等科 2年在学中の紀俊行氏
 （ 21 ） 女性皇族の衣装の変移について 444
るという。






































































































































































































































































図 5　 宮廷服で第 58 回日赤本社総会
に臨まれる香淳皇后・高松宮妃
喜久子殿下・三笠宮妃百合子殿下　
昭和 25 年 6 月















昭和 30 年 1 月 1 日










































は昭和 27（1952）年 10 月 10 日、第 4皇女であられる順宮厚子内親王殿下の御
婚儀の折には和服をお召しになったことが知られている。この辺りから徐々
に和服を公の場でお召しになる機会が増えていくようである。
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